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インターネットで
議会中継

▲荒谷小学校では、地域のみなさんとの交流
に力を入れています。７月には、おじいちゃ
ん、おばあちゃんを招いて、あやとりやお
はじき、こま回しなどの遊びを通して楽し
く交流しました。
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石
垣
昭
一
議
員

　
県
は
広
島
市

で
発
生
し
た
土

砂
災
害
を
受
け
、

土
砂
災
害
危
険
箇
所
や
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
あ
る
老
人
福
祉
施

設
周
辺
の
保
全
整
備
を
重
点
的
に

進
め
て
い
く
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
県
内
の
砂
防
堰
堤
等
に
よ
る
施

設
整
備
率
は
、
平
成
２５
年
度
末
で

２６
㌫
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
の

現
状
と
整
備
の
見
通
し
を
伺
い
た

い
。

山
本
市
長　
土
砂
災
害
危
険
箇
所

に
つ
い
て
は
、
平
成
２５
年
度
末
現

在
で
４８
箇
所
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
保
全
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

土
石
流
発
生
危
険
箇
所
が
13
箇
所
、

急
傾
斜
地
危
険
箇
所
が
２
箇
所
の

計
15
箇
所
で
事
業
が
完
了
し
て
お

り
、
保
全
整
備
率
は
３１
・
３
㌫
と

な
っ
て
い
る
。

　
県
で
は
、
危
険
対
象
箇
所
ご
と

に
、
「
土
石
流
危
険
渓
流
対
策
優

先
度
評
価
」
を
行
い
、
整
備
の
優

先
度
を
決
定
し
て
い
る
が
、
引
き

続
き
事
業
促
進
に
つ
い
て
、
県
に

要
望
し
て
い
く
。

　
な
お
、
本
市
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
老
人
福
祉
施
設
な
ど
の
災

害
時
要
配
慮
者
関
連
施
設
は
な
い

が
、
多
く
の
住
宅
や
、
一
部
の
自

治
公
民
館
、
寺
社
な
ど
の
建
物
が

あ
る
の
で
、
再
度
、
危
険
箇
所
の

周
知
、
避
難
場
所
及
び
避
難
経
路

等
に
つ
い
て
確
認
を
徹
底
し
て
い

く
。

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、９月９日、10日の２
日間の日程で、10人の議員が行いました。
　災害対策をはじめ、教育の問題などについて、
市長や教育長等の見解を求めました。

災害対策

土
砂
災
害
危
険
箇
所
の

保
全
整
備
は

９ 月 定 例 会
　平成26年度第５回市議会定例会（９月
定例会）は、９月５日から９月29日までの
25日間の会期で開かれました。
　市長提出の人事議案１件については初日
の本会議で採決が行われました。そのほ
か、平成25年度決算議案12件、平成26年度
一般会計補正予算をはじめとする予算議案
10件、条例議案８件及び請願７件について
は、決算特別委員会、予算特別委員会及び
所管常任委員会に付託され、９月29日の本
会議で採決が行われました。
　また、９月２９日に補正予算議案１件、委
員会提出議案４件が提出され採決が行われ
ました。
（採決結果は10ページ、14ページに掲載し
てあります。）

月　日 内　　　容

9.5(金) 本会議（会期の決定、提案理由の説明、決
　　　　算・予算特別委員会の設置など）

9.9(火)
9.10(水) 本会議（市政に対する一般質問）

9.11(木) 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

9.12(金) 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
9.16(火)
 ～19（金） 決算特別委員会（付託案件の審査、表決）

9.22(月) 予算特別委員会（付託案件の審査）

9.24(水) 予算特別委員会（討論、表決）

9.29(月) 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

審　議　日　程

▲土砂災害危険箇所（急傾斜地）を巡回
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伊
藤
和
子
議
員

　
国
で
は
要
支

援
１
、
２
を
介

護
保
険
か
ら
外

し
、
地
域
支
援
事
業
に
す
る
と
決

め
た
。

　
利
用
者
か
ら
は
不
安
の
声
が
聞

か
れ
、
事
業
者
も
困
惑
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　
要
支
援
１
、
２
が
介
護
保
険
か

武
田
正
二
議
員

　
昨
年
９
月
に

い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
が
施

行
さ
れ
た
が
、
学
校
及
び
教
育
委

員
会
は
法
律
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
た
の
か
。
今
年
１
月
に
女
子

中
学
生
の
事
案
が
起
き
た
と
い
う

こ
と
は
、
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
天
童
市
と
し
て
、

ら
外
さ
れ
た
場
合
の
利
用
者
へ
の

影
響
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
は
ど

う
対
応
す
る
考
え
か
。

山
本
市
長　
今
年
７
月
現
在
の
本

市
の
要
支
援
認
定
者
数
は
６
４
４

人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
要
支
援

１
及
び
２
の
認
定
者
に
係
る
６
月

分
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
は
６６
件
、
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
は
２
７
１
件
と
な
っ
て

教
育
機
関
だ
け
に
任
せ
ず
、
並
行

し
て
「
い
じ
め
防
止
条
例
」
を
制

定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

水
戸
部
教
育
長　
い
じ
め
に
つ
い

て
は
、
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
」
の
目
的
や
基
本
理
念
に
も
あ

る
と
お
り
、
児
童
生
徒
の
安
全
で

安
心
で
き
る
豊
か
な
生
活
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

介護保険

要
支
援
は
ず
し
に
対
す
る

市
の
対
応
に
つ
い
て

いじめ問題

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
へ
の

対
応
は

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

石
垣
昭
一
議
員

＊
局
地
的
豪
雨
へ
の
災
害
対
策

に
つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

＊
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

策
定
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

＊
介
護
保
険
か
ら
の
「
要
支
援

は
ず
し
」
に
対
す
る
市
の
対

応
に
つ
い
て

＊
公
務
労
働
に
対
す
る
認
識
に

つ
い
て

武
田
正
二
議
員

＊
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

＊
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

水
戸
芳
美
議
員

＊
降
ひ
ょ
う
に
よ
る
農
作
物
被

害
に
つ
い
て

＊
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

遠
藤
敬
知
議
員

＊
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

＊
補
助
金
（
市
単
独
）
の
見
直

し
に
つ
い
て

鈴
木
照
一
議
員

＊
中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

＊
子
ど
も
の
学
力
向
上
に
向
け
て

山
口
桂
子
議
員

＊
天
童
公
園
（
舞
鶴
山
）
の
整

備
に
つ
い
て

＊
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
の
相

談
体
制
に
つ
い
て

＊
危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
薬
物
の
乱

用
防
止
啓
発
に
つ
い
て

松
田
光
也
議
員

＊
少
子
高
齢
化
対
応
に
つ
い
て

＊
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

海
鋒
孝
志
議
員

＊
市
民
に
開
か
れ
た
市
政
の
在

り
方
に
つ
い
て

＊
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

＊
副
市
長
の
辞
職
に
つ
い
て

茂
木
孝
雄
議
員

＊
水
道
事
業
の
課
題
に
つ
い
て

＊
い
じ
め
問
題
と
教
育
委
員
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
清
新
会

★
市
民
ク
ラ
ブ

★
無
会
派

★
政
和
会

お
り
、
給
付
額
に
つ
い
て
は
１
０

０
１
万
円
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現

状
を
踏
ま
え
、
制
度
改
正
に
よ
り
、

他
自
治
体
と
の
サ
ー
ビ
ス
格
差
や

利
用
者
の
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、

移
行
時
期
を
見
極
め
、
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、

国
で
策
定
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
確
認
し
な
が
ら
、
既
存
の

介
護
事
業
所
に
加
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
民
間
企
業
な
ど
、
多
様
な
主

体
を
活
用
し
、
本
市
の
実
情
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
て
い
き

た
い
。

　
「
い
じ
め
は
ど
の
集
団
で
も
、

ど
の
学
校
で
も
、
ど
の
子
ど
も
に

も
起
こ
り
う
る
」
と
い
う
こ
と
を

前
提
に
、
い
じ
め
に
対
す
る
と
ら

え
方
に
つ
い
て
再
確
認
し
、
児
童

生
徒
の
言
動
を
敏
感
に
と
ら
え
、

些
細
な
変
化
を
察
知
で
き
る
よ
う

な
感
性
を
高
め
、
い
じ
め
の
兆
候

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、
組
織
的
に

対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。

山
本
市
長　
い
じ
め
防
止
対
策
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
と
協
議
を
行
い
、
策
定
に

向
け
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
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鈴
木
照
一
議
員

　
子
ど
も
の
学

力
と
学
習
状
況

を
調
査
す
る
全

国
学
力
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

結
果
か
ら
み
る
天
童
市
の
子
ど
も

の
課
題
と
天
童
市
の
対
応
は
。

個
々
の
習
熟
度
か
ら
の
き
め
細
や

か
な
指
導
を
望
む
。

　
ま
た
、
学
校
の
適
切
な
学
習
環

境
や
保
護
者
と
の
連
携
に
よ
る
家

庭
で
の
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
が
、

子
ど
も
達
の
学
力
向
上
に
繋
が
る

の
で
は
な
い
か
。

水
戸
部
教
育
長　
本
市
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
・
中
学
校
と

も
に
概
ね
全
国
や
県
平
均
と
同
程

度
で
あ
っ
た
。
今
後
力
を
つ
け
た

い
部
分
と
し
て
は
、
小
学
校
に
お

け
る
算
数
の
応
用
力
を
み
る
問
題

が
あ
る
。
教
科
の
正
答
数
の
分
布

を
見
る
と
、
全
問
正
解
で
き
て
い

る
児
童
生
徒
か
ら
、
な
か
な
か
正

答
で
き
な
い
児
童
生
徒
も
お
り
、

一
人
ひ
と
り
の
課
題
に
応
じ
た
学

習
指
導
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

水
戸
芳
美
議
員

　
８
月
２２
日
夕

方
、
天
童
市
を

中
心
に
大
粒
の

ひ
ょ
う
が
降
り
、
収
穫
間
近
の
、

り
ん
ご
、
も
も
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス

な
ど
が
被
害
を
受
け
た
。
収
入
減

に
よ
り
、
資
金
の
や
り
く
り
が
出

来
な
く
な
り
、
「
農
業
を
や
め
た

い
」
な
ど
と
生
産
者
の
栽
培
意
欲

遠
藤
敬
知
議
員

　
少
子
高
齢
化

・
人
口
減
少
時

代
の
今
、
限
ら

れ
た
財
源
で
市
民
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
ど
う
応
え
る
の
か
。
行
財
政

改
革
推
進
へ
の
市
長
の
覚
悟
が
問

わ
れ
て
い
る
。
補
助
金
改
革
は
、

第
三
者
機
関
を
設
置
し
、
市
民
目

線
で
客
観
的
に
見
直
し
、
新
た
な

各
学
校
に
お
い
て
も
、
丁
寧
に
分

析
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
の

成
果
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
教

育
課
程
や
指
導
方
法
の
工
夫
を
図

っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
保
護
者
に
も
学
習
状
況

調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
、
こ

れ
か
ら
努
力
し
て
い
く
点
を
共
有

し
た
り
、
生
活
習
慣
の
改
善
と
家

庭
学
習
の
習
慣
化
な
ど
に
つ
い
て

啓
蒙
し
た
り
し
な
が
ら
、
家
庭
と

協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と

自
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い

た
い
。

が
低
下
し
な
い
よ
う
、
県
や
農
協

と
市
が
一
体
と
な
り
、
早
急
な
各

種
支
援
策
が
必
要
で
な
い
か
。

山
本
市
長　
降
ひ
ょ
う
の
被
害
総

額
は
、
現
段
階
で
１０
億
円
を
超
す

と
見
込
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
被
害

額
が
増
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
農
業
経
済
は
も
と
よ

り
、
地
域
経
済
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

公
募
・
提
案
型
の
補
助
金
で
市
民

の
英
知
を
戦
略
的
に
活
用
し
、
市

政
に
生
か
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
補
助
金
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
平
成
１７
年
度
か
ら

「
天
童
市
行
財
政
改
革
大
綱　
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
及
び
「
第
六
次

天
童
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
お

い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
新
設
・

増
額
す
る
場
合
は
、
必
ず
「
補
助

学校教育

学
校
と
家
庭
の
連
携
で

学
力
向
上
を

降ひょう
被　　害

降
ひ
ょ
う
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
救
済
を
す
べ
き

補 助 金

公
募
・
提
案
型
補
助
金
制
度
の

創
設
を

　
被
害
農
家
の
精
神
的
な
不
安
を

解
消
し
、
農
業
経
営
の
安
定
を
図

る
た
め
、
県
に
緊
急
要
望
書
を
提

出
し
、
支
援
策
の
実
施
に
つ
い
て

要
望
し
て
い
る
。
具
体
的
支
援
策

と
し
て
は
、
農
作
物
の
被
害
拡
大

の
防
止
及
び
生
産
維
持
に
向
け
た

経
費
に
対
す
る
支
援
、
災
害
対
策

資
金
の
低
利
融
資
の
実
施
、
さ
ら

に
は
被
害
農
産
物
の
販
売
支
援
を

考
え
て
い
る
。

　
県
及
び
農
協
等
関
係
機
関
と
連

携
し
て
早
急
に
支
援
策
を
実
施
し
、

全
力
を
挙
げ
て
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

金
等
審
査
会
」
で
、
そ
の
目
的
や

必
要
性
に
つ
い
て
審
査
し
、
市
政

全
般
に
わ
た
る
幅
広
い
見
地
か
ら

審
議
し
て
い
る
。
現
在
、
補
助
金

の
適
正
化
は
十
分
に
図
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、
第
三
者
委

員
会
に
よ
る
補
助
金
の
審
査
、
評

価
制
度
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
は

カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
分
野
な
ど
に

つ
い
て
は
、
公
募
や
提
案
型
に
よ

る
市
民
・
各
種
団
体
の「
参
加
・
協

働
」
を
図
る
方
策
な
ど
も
念
頭
に

置
き
、
補
助
金
の
規
律
あ
る
執
行

と
継
続
し
た
見
直
し
に
努
め
た
い
。

▲学んで良かったと思える授業づくりを進めます。
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松
田
光
也
議
員

　
病
気
な
く
生

き
ら
れ
る
「
健

康
寿
命
」
を
伸

ば
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
思
う
。

特
に
、
天
童
西
部
地
区
に
お
い
て

は
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ

こ
で
、
成
生
地
域
乱
川
左
岸
の
広

大
な
敷
地
を
利
用
し
て
、
健
康
と

生
き
が
い
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
多
目
的

健
康
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
整
備
拡
充

し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
平
成
２５

年
に
「
第
二
次
健
康
て
ん
ど
う
21

行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
的
に
、
市
民
み
ん

な
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

各
時
期
に
応
じ
た
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。
本
年
度
か
ら
は
、
新
た

に
「
Ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｏ
す
こ
や
か
Ｍｙ

進
（
ま
い
し
ん
）
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
高
齢
者
の

山
口
桂
子
議
員

　
国
民
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

で
あ
る
生
活
保

護
の
相
談
件
数
と
保
護
開
始
に
な
っ

た
件
数
は
何
件
か
。
来
年
４
月
に

施
行
さ
れ
る
「
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
」
は
、
生
活
保
護
に
は
至

ら
な
い
が
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
も

海
鋒
孝
志
議
員

　
山
本
市
長
の

最
大
の
ブ
レ
ー

ン
だ
っ
た
副
市

長
の
急
な
辞
職
か
ら
２
カ
月
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。
不
在
期
間
の

不
都
合
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　
ま
た
、
副
市
長
の
任
期
中
の
突

然
の
辞
職
は
、
市
民
か
ら
も
な
ぜ

体
力
づ
く
り
は
、
健
康
寿
命
の
延

伸
や
介
護
予
防
、
生
き
が
い
づ
く

り
の
観
点
か
ら
も
大
変
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
西
部
地
域
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
広

場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
御
意
見
を
十
分
に
お
聞

き
し
、
将
来
の
課
題
と
し
て
考
え

て
い
き
た
い
。

の
で
あ
る
。
自
立
相
談
支
援
事
業

の
準
備
体
制
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

山
本
市
長　
平
成
２５
年
度
の
生
活

保
護
相
談
件
数
は
、
実
件
数
で

１
０
６
件
で
、
そ
の
内
３５
件
が
生

活
保
護
開
始
と
な
っ
た
。

　
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」の

中
の
自
立
相
談
支
援
事
業
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
主
任
相
談
支
援

な
の
か
と
い
う
疑
問
や
、
市
政
運

営
に
対
す
る
不
安
も
出
て
い
る
が

ど
う
答
え
る
の
か
。
後
任
の
副
市

長
人
事
と
併
せ
て
伺
い
た
い
。　

山
本
市
長　
前
副
市
長
は
平
成
21

年
２
月
19
日
か
ら
５
年
５
カ
月
間
、

市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く

の
面
で
私
を
支
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。

　
副
市
長
の
職
務
は
、
政
策
及
び

健康寿命

高
齢
者
の
健
康
寿
命
の

延
伸
に
つ
い
て

生活保護

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
の

相
談
体
制
に
つ
い
て

員
、
相
談
支
援
員
、
就
労
支
援
員

の
３
職
種
の
支
援
員
を
配
置
す
る

必
要
が
あ
る
。
各
支
援
員
は
、
国

の
養
成
研
修
会
を
受
講
す
る
必
要

が
あ
り
、
主
任
相
談
支
援
員
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
資
格
や
実
務
経

験
を
要
件
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
平
成
２７
年
度
当
初
ま
で
に
、
本

市
独
自
で
、
こ
れ
ら
の
有
資
格
者

を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と

か
ら
、
自
立
相
談
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
委
託
事
業
と
し
て
実
施

し
、
専
門
職
等
の
人
材
を
確
保
し

て
い
き
た
い
。

企
画
を
つ
か
さ
ど
り
職
員
の
事
務

を
監
督
す
る
な
ど
、
安
定
的
な
市

政
運
営
に
は
必
要
不
可
欠
で
、
重

要
な
ポ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
副
市
長
は
不
在
で
あ

る
が
、
市
政
を
滞
り
な
く
運
営
す

る
た
め
、
管
理
職
を
中
心
に
全
庁

挙
げ
て
職
務
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
市
民
の
皆
様
に
も
御
心
配
を
お

掛
け
し
て
い
る
が
、
で
き
る
限
り

速
や
か
に
副
市
長
を
選
任
し
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、
御
理
解
を

お
願
い
し
た
い
。

▲世代に応じた健康づくりに取り組みます。

副市長人事

副
市
長
人
事
つ
い
て
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茂
木
孝
雄
議
員

　
中
学
生
徒
の

死
亡
事
案
か
ら

８
カ
月
を
経
過

し
な
が
ら
進
展
が
な
い
。
遺
族
と

直
接
対
話
し
、
迅
速
に
真
相
究
明

を
進
め
る
べ
き
。
ま
た
、
再
発
防

止
の
た
め
に
各
学
校
・
地
域
・
市

民
全
体
で
い
じ
め
防
止
の
風
土
づ

く
り
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

５
人
の
教
育
委
員
は
、
真
相
究
明

と
再
発
防
止
の
た
め
に
十
分
に
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
。

水
戸
部
教
育
長　
遺
族
の
代
理
人

か
ら
８
月
１９
日
付
文
書
に
よ
り
、

第
三
者
に
よ
る
調
査
委
員
会
の
設

置
要
綱
に
つ
い
て
提
案
い
た
だ
い

た
。
細
か
な
点
の
調
整
を
図
り
、

一
日
も
早
く
調
査
委
員
会
が
設
置

さ
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

いじめ問題

い
じ
め
問
題
と
教
育
委
員
会
の

あ
り
方

ま
た
、
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
は
、

全
小
中
学
校
が
学
校
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会
を
設
置

し
、
い
じ
め
防
止
、
早
期
発
見
・

早
期
解
決
に
向
け
実
効
的
で
適
切

な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
教
育
委
員
は
、会
議
等
に
お
い
て

各
自
の
様
々
な
思
い
や
多
様
な
意

見
を
反
映
し
て
意
思
決
定
を
行
っ

て
い
る
。ま
た
、計
画
的
に
学
校
訪

問
を
し
、教
職
員
や
子
ど
も
た
ち
と

直
接
対
話
で
き
る
機
会
を
可
能
な

限
り
多
く
持
つ
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
平
成
２６
年
度
第
４
回
市
議
会

臨
時
会
が
７
月
10
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
案
１
件
が
審
議
さ
れ
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
議
第
１１
号　
天
童
市
市
民
文

化
会
館
耐
震
改
修
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　
大
成
建
設
（
株
）
東
北
支
店

と
８
億
５
８
６
０
万
円
で
請
負

契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

第
４
回
臨
時
会

教育委員会委員の
任命に同意

　教育委員会委員の大貫紀代子氏（柏木町
一丁目）が、平成26年９月30日をもって任
期満了となることに伴い、同氏を再び任命
することに同意しました。

高擶地区財産区
管理会委員を選出

　欠員補充に伴い、高擶地区財産区管理会

委員に、高橋俊昭氏（芳賀）を選出しました。

議会のうごき
■7月
　10日　議会運営委員会、第4回市議会臨時議会、環境福祉常

任委員会所管事務調査（天童ラ・フランスマラソン
2014の運営について）、市長要請総務教育常任委員会
（市立山口公民館改築工事の進捗状況について外）

　15日　各派代表者会、広報委員会
　18日　市長要請環境福祉常任委員会（介護施設の整備につい

て外）
　19日　国会議員との懇談会（正副議長・事務局長／山形グラ

ンドホテル）
　22日　議会運営委員会
　23日　経済建設常任委員会所管事務調査（スポーツクラブ天

童の経営改革プランについて外）
　24日～25日　市民クラブ研修会参加（京都）
　28日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会
　29日　市長要請各派代表者会

■8月
　8日　広報委員会、天童夏まつり花笠パレード参加
　11日　市長要請環境福祉常任委員会（市民病院改革プランの

状況外）
　12日　県市議会議長会議員研修会（山形ビッグウィング）
　19日　議会運営委員会

　20日　市長要請環境福祉常任委員会（歯と口腔の健康づくり
について外）

　29日　議会運営委員会

■9月
　１日　各派代表者会
　５日～29日　第５回市議会定例会
　５日　広報委員会
　９日　議会運営委員会
　11日　市長要請総務教育常任委員会（山形定住自立圏共生ビ

ジョン連携事業実施状況について外）、市長要請環境
福祉常任委員会（予約制乗合タクシーの運行内容の見
直しについて）

　12日　市長要請経済建設常任委員会（降ひょう被害の状況に
ついて外）

　22日　市長要請総務教育常任委員会（個人市民税の還付加算
金の取扱いについて）

　26日　議会運営委員会
　29日　経済建設常任委員会、広報委員会

■10月
　2日　市長要請総務教育常任委員会（第三者調査委員会設置

要綱について）、広報委員会
　6日　三市二町正副議長懇談会（正副議長、局長/山形市）、
　　　　市民クラブ、茂木議員研修会参加（仙台市）
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予算特別委員会
平成２６年度一般会計補正予算

６億2775万9000円を
増額補正

　
一
般
会
計
５
億
８
６
４
６
万
６
０
０
０
円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
１
億
５
３
６
７
万
３
０
０
０
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
の
ほ
か
、
８

会
計
の
補
正
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
た
後
、

本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
２９
日
の
本
会
議
に
一
般
会
計
４
１
２
９
万
３
０
０
０
円

を
追
加
す
る
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委
員　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

（
歳
入
）
が
１
億
５
０
０
０
万
円

増
額
さ
れ
る
が
、
現
在
の
状
況
は
。

市
長
公
室
長　
今
回
の
補
正
で
年

額
２
億
円
の
歳
入
を
見
込
ん
だ
。

寄
附
の
状
況
は
、
８
月
末
現
在
で
、

申
込
者
数
が
１
万
１
８
５
４
人
で

金
額
は
１
億
３
６
７
９
万
３
９
１

０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
降
ひ
ょ
う
で
被
害
を

受
け
た
り
ん
ご
を
「
好
ひ
ょ
う
Ｅ

Ｋ
Ｂ（
エ
ク
ボ
）り
ん
ご
」
と
し
て

新
た
に
返
礼
品
に
加
え
、
農
協
と

協
同
で
被
害
農
家
の
支
援
を
行
う
。

委
員　
市
立
公
民
館
施
設
整
備
工

事
費
５
７
２
万
５
０
０
０
円
の
内

容
は
。

生
涯
学
習
課
長　
平
成
２５
年
度
と

平
成
26
年
度
の
２
カ
年
で
計
画
し

て
い
た
市
立
山
口
公
民
館
耐
震
補

強
工
事
の
請
負
業
者
か
ら
契
約
解

除
の
申
出
が
あ
っ
た
。
工
事
を
平

成
26
年
度
の
単
年
度
で
実
施
す
る

た
め
、
平
成
25
年
度
の
予
算
相
当

額
と
人
件
費
や
資
材
費
の
高
騰
に

よ
る
設
計
金
額
の
増
額
分
を
増
額

補
正
す
る
も
の
。

委
員　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
要

す
る
経
費
６
８
９
４
万
３
０
０
０

円
の
内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
開
所
時
間
延

長
の
支
援
補
助
金
３
１
２
０
万
円

と
、
中
部
小
学
区
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
増
設
の
た
め
の
工
事
費
３

５
６
４
万
円
及
び
関
連
委
託
料
２

１
０
万
３
０
０
０
円
で
あ
る
。
増

設
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
場

所
は
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
の
２
階
で
、

来
年
４
月
か
ら
受
入
れ
予
定
で
あ
る
。

委
員　
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
に
要
す
る
経
費
９６
万
円
の
具

体
的
な
内
容
は
。

社
会
福
祉
課
長　
こ
れ
ま
で
は
７５

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
い
た

が
、
65
歳
と
70
歳
の
方
も
接
種
対

象
者
に
な
っ
た
た
め
に
増
額
す
る

も
の
。

委
員　
地
方
道
路
の
新
設
改
良
に

要
す
る
経
費
１
億
１
３
２
９
万
円

の
財
源
を
組
み
替
え
た
理
由
は
。

建
設
課
長　
国
の
補
助
金
の
交
付

額
が
減
額
と
な
っ
た
た
め
、
市
単

独
の
予
算
と
し
て
組
み
替
え
る
も

の
で
あ
る
。
向
原
１
号
線
と
清
池

南
小
畑
線
の
新
設
改
良
に
要
す
る

費
用
で
、
清
池
南
小
畑
線
は
土
地

の
購
入
費
、
工
事
関
連
補
償
金
及

び
工
事
関
連
委
託
料
で
あ
り
、
関

係
地
権
者
の
協
力
を
い
た
だ
い
て

来
年
度
に
は
工
事
を
進
め
た
い
。

　
降
ひ
ょ
う
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
農
業
者
へ
の
支
援
対
策
費
１
０

２
９
万
３
０
０
０
円
の
内
容
は
。

・
農
薬
購
入
費
や
、
被
害
果
実
の

出
荷
に
係
る
資
材
購
入
費
及
び

施
設
利
用
料
等
の
経
費
の
補
助

・
営
農
資
金
等
の
利
子
補
給

・
被
害
果
実
の
販
売
促
進

ふ
る
さ
と
納
税

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

降
ひ
ょ
う
被
害
対
策

地
方
道
路
整
備

公
民
館
施
設
整
備
工
事

◆主な内容　　　　　　　　 （単位：千円）

ふるさと納税の推進に要する経費　　１１７，５１７

税システム改修業務委託料　　　　　　　２３，７３９

障がい児通所支援の給付に要する経費　２３，８７３

放課後児童クラブに要する経費　　　　６８，９４３

定期予防接種に要する経費　　　　　　　　　８，９３２

農用地の整備に要する経費　　　　　　　　　７，６９４

市立公民館施設整備工事費　　　　　　　　　５，７２５

市税等の償還金　　　　　　　　　　　　　　　３１，０００

降ひょう被害農作物支援　　　　　　　　　１０，２９３

一般会計補正予算
（第３号・第４号）のあらまし

補 正 額　　　６億２７７５万９０００円
予算総額　２４２億８１５万円　　　　　
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委
員　
市
内
３
カ
所
で
資
源
物
の

拠
点
回
収
を
行
っ
て
い
る
が
、
遠

す
ぎ
る
と
の
声
も
あ
る
。
拠
点
を

増
や
す
考
え
は
な
い
か
。

生
活
環
境
課
長　
新
市
街
地
も
出

て
き
て
い
る
の
で
、
拠
点
の
増
設

を
内
部
で
検
討
し
て
い
る
。

委
員　
１
５
０
０
万
円
の
補
助
金

で
運
行
し
て
い
る
が
、
路
線
を
変

更
し
て
も
利
用
者
は
年
々
減
少
し

委
員　
が
ん
検
診
に
お
け
る
前
立

腺
が
ん
の
発
見
率
が
高
く
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

健
康
課
長　
前
立
腺
が
ん
は
、
高

齢
に
な
る
ほ
ど
発
生
率
が
高
く
な

る
。
市
で
は
、
50
歳
以
上
の
希
望

者
と
、
６１
歳
に
な
っ
た
方
に
ク
ー

ポ
ン
を
配
布
し
、
無
料
で
検
診
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

高
齢
化
社
会
に
伴
い
受
診
者
も
増

え
て
お
り
、
発
見
者
も
多
く
な
っ

た
も
の
と
考
え
る
。

委
員　
第
二
次
整
備
の
た
め
の
現

況
測
量
・
設
計
を
１
５
２
万
３
０

０
０
円
で
行
っ
た
が
、
そ
の
規
模

と
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
共

同
墓
地
の
考
え
は
。

生
活
環
境
課
長　
面
積
約
２
４
０

０
平
方
㍍
に
、
１
７
２
区
画
を
予

定
し
て
い
る
。
今
年
度
用
地
買
収

を
行
い
、
来
年
度
に
工
事
完
了
し
、

平
成
２８
年
度
か
ら
貸
出
し
を
予
定

し
て
い
る
。
共
同
墓
地
は
考
え
て

い
な
い
が
、
共
同
供
養
塔
は
考
え

て
い
く
。

委
員　
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
の
効
果
は
具
体
的
に
ど
う
表

れ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
各
中
学
校
に
１

名
、
計
４
名
を
配
置
し
て
お
り
、

小
学
校
も
巡
回
し
て
授
業
や
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
授
業
の
充
実
に

加
え
、
他
文
化
へ
の
意
欲
・
関
心

が
高
ま
り
、
修
学
旅
行
先
で
外
国

人
に
英
語
で
話
し
か
け
た
り
す
る

な
ど
、
英
語
に
対
す
る
敷
居
が
低

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

委
員　
駒
や
か
カ
イ
ゼ
ン
運
動
の

具
体
的
な
内
容
は
。

市
長
公
室
長　
職
員
の
自
主
的
な

提
案
に
よ
り
、
昼
当
番
の
職
員
増

員
や
、
窓
口
対
応
で
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
へ
の
配
慮
、
市
民
目
線
で
の

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

案
内
表
示
の
改
善
な
ど
、
合
計
６７

件
の
取
組
み
が
あ
っ
た
。

委
員　
す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル
指
導

員
は
何
人
か
。
ま
た
、
ア
ウ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
（
適
応
指
導
教
室
）
に

通
う
生
徒
数
は
。

学
校
教
育
課
長　
小
学
校
１０
校
、

中
学
校
４
校
に
支
援
員
16
名
を
配

置
し
て
い
る
。
ま
た
、
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
の
ア
ウ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

（
適
応
指
導
教
室
）
に
１
名
を
配

置
し
て
い
る
。

　
ア
ウ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
生

徒
は
、
小
学
生
３
名
、
中
学
生
６

名
で
あ
る
。
普
通
学
級
に
戻
れ
た

生
徒
も
あ
り
、
効
果
が
上
が
っ
て

い
る
。

決算特別委員会
　平成２５年度一般会計決算をはじめ、８件の特別会
計決算のほか、水道事業会計、公共下水道事業会計、
市民病院事業会計決算の計１２件が提出され、決算特
別委員会に付託されました。審査の主なものは次の
とおりです。

一般会計を含む１２件を認定

駒
や
か
カ
イ
ゼ
ン
運
動
の

内
容
は

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
動
効
果
は

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

市
民
墓
地
の

二
次
整
備
計
画
は

資
源
物
拠
点
回
収

が
ん
検
診

す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▲ＡＬＴによる授業風景

▲毎月第１土曜日に市内３カ所で拠点回収を実施
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所
や
要
望
箇
所
も
あ
り
、
今
後
と

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

て
い
る
。
運
行
さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
の
か
。

生
活
環
境
課
長　
定
路
線
を
３
路

線
か
ら
４
路
線
に
変
更
し
、
運
行

時
間
見
直
し
と
予
約
受
付
方
法
の

改
善
を
図
っ
た
が
、
利
用
者
は
減

少
し
て
い
る
。
平
成
27
年
度
は
、

一
部
路
線
変
更
と
停
留
所
の
増
設

を
し
、
利
用
拡
大
に
努
め
て
い
き

た
い
。

委
員　
足
湯
に
つ
い
て
、
朝
早
く

行
く
と
水
位
が
低
く
入
れ
な
い
と

い
う
声
や
、
お
湯
の
温
度
に
つ
い

て
の
苦
情
が
あ
る
が
、
管
理
体
制

は
。

▲温度の自動調整装置を整備したわくわくランド足湯

▲上山口地内のサル侵入防止電気柵

都
市
計
画
課
長　
夜
９
時
に
湯
を

ぬ
い
て
、
朝
６
時
に
湯
を
入
れ
て

い
る
。
朝
は
湯
入
れ
に
時
間
が
必

要
に
な
る
た
め
、
水
位
が
低
い
時

も
あ
る
。
温
度
管
理
に
つ
い
て
は
、

自
動
で
調
整
が
で
き
る
装
置
を
整

備
し
た
。

委
員　
芳
賀
地
区
調
整
池
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
芳
賀
土
地
区
画
整

理
組
合
と
市
の
分
担
及
び
工
事
費

の
支
払
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長　
土
地
の
買
収
か

ら
工
事
ま
で
を
市
が
行
い
、
工
事

費
に
つ
い
て
は
市
が
請
負
業
者
に

支
払
う
。
工
事
完
了
後
、
決
め
ら

れ
た
配
分
比
率
で
、
芳
賀
土
地
区

画
整
理
組
合
が
市
に
支
払
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

委
員　
侵
入
防
止
電
気
柵
の
現
在

の
設
置
状
況
と
今
後
の
設
置
見
通

し
は
。

農
林
課
長　
サ
ル
の
電
気
柵
に
つ

い
て
は
、
平
成
２２
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
３
９
７

１
㍍
が
設
置
さ
れ
た
。
未
設
置
箇

足
湯
の
管
理

芳
賀
地
区
調
整
池
整
備

サ
ル
被
害
対
策

決算特別委員会の
正副委員長を互選

　９月５日に開かれた決算特別委員会におい
て、委員長、副委員長が互選されました。

◇委 員 長　山　口　桂　子
◇副委員長　武　田　正　二

歳入総額
24,085,295千円
（１００％）

市税収入総額
7,737,498千円
（１００％）

歳出総額
23,302,836千円
（１００％）

義
務
的
経
費

市税
32.1％

地方交付税
17.2％

市債
12.9％

国庫支出金
15.0％

諸収入
6.4％

県支出金6.4％

繰越金2.9％
地方消費税交付金2.4％

使用料及び手数料１.2％繰入金1.3％ その他2.2％

市民税
39.7％

固定資産税
43.6％

軽自動車税1.9％

市たばこ税6.5％
入湯税0.6％

都市計画税6.3％ 滞納繰越分1.4％

人件費
15.4％

扶助費
13.8％

公債費
8.6％

投資的経費
22.4％

繰出金
8.9％

物件費
11.2％

積立金2.9％

貸付金5.7％

維持補修費
1.7％

補助費等
8.1％

投資及び
出資金1.3％

普通会計歳入歳出決算

※普通会計は、総務省で定める基準により作成される
　会計で、一般会計のほか、用地買収、鍬ノ町、市民
　墓地の各特別会計を合算したもの。

会　　計　　名 歳　入 歳　出
一 　 般 　 会 　 計 24,091,002 23,318,316

特　
　
別　
　
会　
　
計

国 民 健 康 保 険 7,104,722 7,025,265
用 地 買 収 3,684 530
財 産 区 5,048 4,409
鍬ノ町土地区画整理事業 47,810 45,658
介 護 保 険 4,491,252 4,383,547
市 民 墓 地 5,906 1,439
後 期 高 齢 者 医 療 579,053 566,418
工業団地整備事業 554,490 551,046

計 12,791,965 12,578,312
合　　　　　計 36,882,967 35,896,628

平成25年度　各会計の決算額

水道事業会計　　　　当年度純利益　65,603千円
市民病院事業会計　　当年度純損失　130,148千円
公共下水道事業会計　当年度純利益　29,382千円

（単位：千円）
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提出された議案とその結果

議案番号 件　　　　　名 結　果

認第1号 平成25年度天童市一般会計決算 認　定
（賛成多数）

認第2号 平成25年度天童市国民健康保険特別
会計決算

認　定
(全会一致)

認第3号 平成25年度天童市用地買収特別会計
決算

認　定
(全会一致)

認第4号 平成25年度天童市財産区特別会計決
算

認　定
(全会一致)

認第5号 平成25年度天童市鍬ノ町土地区画整
理事業特別会計決算

認　定
(全会一致)

認第6号 平成25年度天童市介護保険特別会計
決算

認　定
(全会一致)

認第7号 平成25年度天童市市民墓地特別会計
決算

認　定
(全会一致)

認第8号 平成25年度天童市後期高齢者医療特
別会計決算

認　定
(全会一致)

認第9号 平成25年度天童市工業団地整備事業
特別会計決算

認　定
(全会一致)

議第12号 平成25年度天童市水道事業会計利益
の処分及び決算の認定について

原案可決
及び認定

(全会一致)

議第13号
平成25年度天童市公共下水道事業会
計利益の処分及び決算の認定につい
て

原案可決
及び認定

（全会一致）

議第14号
平成25年度天童市民病院事業会計資
本金の額の減少及び資本剰余金の処
分並びに決算の認定について

原案可決
及び認定

（賛成多数）

議第15号 平成26年度天童市一般会計補正予算
（第3号）

原案可決
（全会一致）

議第16号 平成26年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第2号）

原案可決
（全会一致）

議第17号 平成26年度天童市用地買収特別会計
補正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議第18号 平成26年度天童市財産区特別会計補
正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議第19号 平成26年度天童市鍬ノ町土地区画整
理事業特別会計補正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議第20号 平成26年度天童市介護保険特別会計
補正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第11号 天童市市民文化会館耐震改修工事請
負契約の締結について

原案可決
（全会一致）

件　　　　　名 結　果

請陳第７号の請願者辞退の申し出について 許　可
（賛成多数）

請陳第７号の紹介議員の取消しについて 許　可
（賛成多数）

議案番号 件　　　　　名 結　果
委員会提出
議案第１号

集団的自衛権行使の閣議決定の撤
回を求める意見書の提出について

否　決
（賛成少数）

委員会提出
議案第2号

特定秘密保護法の廃止を求める意
見書の提出について

否　決
（賛成少数）

委員会提出
議案第3号

消費税10パーセント増税の中止を
求める意見書の提出について

原案可決
（賛成多数）

委員会提出
議案第4号

「手話言語法」制定を求める意見
書の提出について

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第21号 平成26年度天童市市民墓地特別会計
補正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議第22号 平成26年度天童市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議第23号 平成26年度天童市工業団地整備事業
特別会計補正予算（第1号）

原案可決
（全会一致）

議第24号 平成26年度天童市民病院事業会計補
正予算（第1号）

原案可決
（賛成多数）

議第25号 天童市部設置条例の一部改正につい
て

原案可決
（全会一致）

議第26号 天童市歯と口腔の健康づくりの推進
に関する条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第27号
天童市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の設
定について

原案可決
（全会一致）

議第28号
天童市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第29号
天童市放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条
例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第30号 天童市保育の実施に関する条例の廃
止について

原案可決
（全会一致）

議第31号 天童市立保育園設置条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議第32号 天童市天童高原施設の設置及び管理
に関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第33号 天童市教育委員会委員の任命について 同　意

議第34号 平成26年度天童市一般会計補正予算
（第４号）

原案可決
（全会一致）

第５回定例会（9月5日～ 9月29日）〈市長提出議案〉

第４回臨時会（7月10日）〈市長提出議案〉

〈その他〉

〈委員会提出議案〉
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議席番号
氏　名
会　派

議　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
武
田
正
二

水
戸
芳
美

遠
藤
敬
知

茂
木
孝
雄

村
山
俊
雄

狩
野
佳
和

松
田
光
也

矢
萩
武
昭

山
口
桂
子

海
鋒
孝
志

木
村
竹
虎

赤
塚
幸
一
郎

結
城
義
巳

後
藤
和
信

山
崎　
諭

石
垣
昭
一

鈴
木
照
一

伊
藤
護
國

水
戸　
保

淺
井
健
一

伊
藤
和
子

小
松
善
雄

清清清無清市政清清市政市政政清共清清清政共無
認第１号 平成２５年度天童市一般会計決算 ○○○○○×○○○×○○○○○×○○○○×議

議第１４号
平成２５年度天童市民病院事
業会計資本金の額の減少及
び資本剰余金の処分並びに
決算の認定について

×○××○○○○○○○×○○○○○○○○○議

議第２４号 平成２６年度天童市民病院事
業会計補正予算（第１号） ○○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○議

請陳第５号 国の農政改革の再検討を求
める請願 ×××××○××××××○×○○××××○議

請陳第６号 緊急の過剰米処理を求める請願 ○××○×○×××○×○○×○○××××○議

請陳第７号
集団的自衛権の行使を容認する
閣議決定の撤回を求める「意見
書」提出についての請願

○×○○×○×××○○○○×○○××××○議

請陳第８号 特定秘密保護法の廃止を求める
「意見書」提出についての請願 ×××○×○×××○○○○×○○××××○議

請陳第９号 消費税増税の撤回を求める
意見書提出を求める請願 ○○○××○×××○○○○×○○××××○議

委員会提出
議案第１号

集団的自衛権行使の閣議決
定の撤回を求める意見書の
提出について

○××○×○×××○○○○×○○××××○議

委員会提出
議案第２号

特定秘密保護法の廃止を求
める意見書の提出について ×××○×○×××○○○○×○○××××○議

委員会提出
議案第３号

消費税10パーセント増税の中止
を求める意見書の提出について ○○○××○×××○○○○×○○××××○議

請陳第７号の請願者辞退の申し出について ○○××○×○○○×○×××○×○○○○×議
請陳第７号の紹介議員の取消しについて ○○－×○××○○××○××○○○○○○○議

議案等に対する議員の賛否一覧表（賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致。）

※　○＝賛成、×＝反対、－＝退席、議＝議長（議長は採決に加わらない）
※　会派：清＝清新会、政＝政和会、市＝市民クラブ、共＝日本共産党天童市議団、無＝会派に属さない議員

意
見
書
の
提
出

▼
消
費
税
10
㌫
増
税
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書
（
要
約
）

　
今
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８

㌫
と
な
り
、
市
民
の
生
活
と
景
気

に
大
激
震
を
与
え
て
い
る
。
総
務

省
が
発
表
し
た
５
月
の
家
計
調
査

で
は
、
消
費
支
出
が
東
日
本
大
震

災
の
あ
っ
た
平
成
23
年
３
月
以
来

の
落
ち
込
み
と
な
り
、
増
税
に
よ

る
深
刻
な
影
響
は
誰
の
目
に
も
明

ら
か
で
あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
雇
用
や
経
済
を

支
え
て
い
る
中
小
企
業
は
、
売
上

減
と
消
費
税
負
担
増
に
よ
っ
て
塗

炭
の
苦
し
み
に
あ
る
。

　

こ
れ
以
上
の
消
費
税
増
税
は
、

一
層
深
刻
な
消
費
不
況
を
招
き
、

地
域
の
中
小
企
業
倒
産
、
失
業
者

増
大
な
ど
地
域
経
済
に
壊
滅
的
打

撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
消
費
税
10
㌫
増
税
の
中
止
を

強
く
要
望
す
る
。

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
９
月
29
日
に
総
務
教
育
常
任
委
員
会
及
び
環
境
福
祉
常
任
委
員
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
意
見
書
提
出
議
案
４
件
の
う
ち
、
２
件
が
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
、
意
見
書
は
直
ち
に
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

▼
「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め

る
意
見
書
（
要
約
）

　
手
話
は
、
ろ
う
者
の
情
報
獲
得

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段

と
し
て
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
。

　

平
成
23
年
８
月
に
成
立
し
た

「
改
正
障
害
者
基
本
法
」
で
は
、

「
全
て
障
害
者
は
、
可
能
な
限
り
、

言
語
（
手
話
を
含
む
。）
そ
の
他

の
意
思
疎
通
の
た
め
の
手
段
に
つ

い
て
の
選
択
の
機
会
が
保
障
さ
れ

る
」
と
定
め
ら
れ
、
国
・
地
方
公

共
団
体
に
対
し
て
、
情
報
保
障
施

策
を
義
務
付
け
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
手
話
が
音
声
言
語
と

対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
国
民

に
広
め
、
聞
こ
え
な
い
子
ど
も
が

手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手
話
が
使

え
る
よ
う
、
手
話
を
言
語
と
し
て

普
及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話

言
語
法
（
仮
称
）」
の
制
定
を
強

く
要
望
す
る
。

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
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▼
認
第
１
号
平
成
25
年
度
天
童
市

一
般
会
計
決
算

　
平
成
24
年
５
月
に
予
備
費
で
進

め
た
芳
賀
地
区
の
調
整
池
は
、
県

の
決
定
通
り
組
合
が
造
る
べ
き
で

あ
り
、
土
地
購
入
費
等
は
認
め
ら

れ
な
い
。

　
国
か
ら
新
駅
設
置
の
認
可
が
下

り
た
の
は
、
今
年
の
３
月
12
日
で
、

住
民
へ
の
説
明
も
不
十
分
な
ま
ま

進
め
た
新
駅
関
連
の
予
算
執
行
は

認
め
ら
れ
な
い
。

　
昨
年
12
月
に
芳
賀
土
地
区
画
整

理
組
合
の
事
務
員
２
人
が
Ｕ
Ａ
Ｅ

の
ド
バ
イ
に
研
修
に
行
っ
た
。
県

と
市
で
事
務
費
を
一
部
負
担
し
て

い
る
の
で
問
題
で
あ
る
。

　
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用

者
は
市
営
バ
ス
運
行
時
と
比
べ
45

㌫
の
利
用
だ
。
一
人
当
た
り
の
経

討
　
論

　
９
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

決
算
議
案
２
件
と
請
願
２
件
に
つ

い
て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

費
は
１
０
０
０
円
か
ら
２
２
６
８

円
に
な
っ
て
い
る
。
抜
本
的
な
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　
新
駅
整
備
の
市
民
へ
の
説
明
が

不
十
分
で
あ
り
、
進
め
方
が
問
題

と
指
摘
し
て
き
た
。
駅
前
広
場
整

備
に
関
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。
い

ま
だ
市
民
の
不
満
の
声
が
聴
か
れ

る
。
芳
賀
調
整
池
整
備
に
つ
い
て

も
、
整
備
の
進
め
方
に
異
議
が
あ

り
反
対
す
る
。

▼
議
第
14
号
平
成
25
年
度
天
童
市

民
病
院
事
業
会
計
資
本
金
の
額

の
減
少
及
び
資
本
剰
余
金
の
処

分
並
び
に
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
市
民
病
院
の
平
成
26
年
度
年
間

医
業
収
益
は
約
12
億
円
。
一
般
会

計
繰
入
等
の
外
部
資
金
５
・
４
憶

円
を
注
入
し
て
や
っ
と
資
金
繰
り

を
維
持
で
き
る
惨
憺
た
る
状
況
だ
。

26
億
円
強
ま
で
膨
ら
ん
だ
累
積
欠

損
金
を
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
た
お
金
の
累
積
で
あ
る
自
己
資

本
金
で
消
し
込
む
（
減
資
す
る
）

前
に
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
抜

本
的
な
経
営
改
革
を
や
り
、
こ
れ

以
上
税
金
を
垂
れ
流
さ
ず
、
市
民

に
必
要
と
さ
れ
る
病
院
に
す
る
こ

と
を
最
優
先
す
べ
き
だ
。

〈
反
対
〉
狩
野
佳
和
議
員

▼
請
陳
第
５
号
国
の
農
政
改
革
の

　
再
検
討
を
求
め
る
請
願

　
政
府
が
進
め
る
、
農
業
委
員
会
、

生
産
法
人
（
農
地
制
度
）、
農
協

の
改
革
は
、
そ
れ
ら
を
実
質
的
に

解
体
し
、
戦
後
の
農
政
を
根
本
か

ら
覆
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
請

願
は
、
農
業
の
担
い
手
の
軸
を
家

族
経
営
と
し
、
農
業
委
員
会
、
農

協
の
役
割
の
強
化
等
、
生
産
の
振

興
と
食
料
自
給
率
向
上
に
資
す
る

改
革
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
願

意
妥
当
と
し
て
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
請
陳
第
６
号
緊
急
の
過
剰
米
処

　
理
を
求
め
る
請
願

　
米
価
の
下
落
で
、農
民
か
ら「
米

作
っ
て
飯
食
え
ね
え
」
と
悲
痛
な

叫
び
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
山
形
は
、
概
算
金
を

一
俵
８
５
０
０
円
か
ら
１
万
２
５

０
０
円
に
決
定
し
た
。
こ
れ
で
は
、

稲
作
経
営
は
全
く
成
り
立
た
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。

　
請
願
は
、
過
剰
な
米
を
政
府
が

買
い
上
げ
る
な
ど
、
緊
急
の
需
給

調
整
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
採

択
す
べ
き
で
あ
る
。

〈
反
対
〉
茂
木
孝
雄
議
員

〈
反
対
〉
伊
藤
和
子
議
員

〈
賛
成
〉
石
垣
昭
一
議
員

〈
賛
成
〉
石
垣
昭
一
議
員

東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

第
２
回
定
例
会

　
７
月
２８
日
に
第
２
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
、
議
案
４
件
を
可
決
し

ま
し
た
。

○
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生

処
理
組
合
施
設
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
大
淀
最
終
処
分
場
の
廃
止
に
伴

い
、
施
設
の
名
称
及
び
位
置
を

削
除
。

○
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生

処
理
組
合
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
柴
田
蔵
生
監
査
委
員
が
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
奥
山

富
之
氏
（
村
山
市
大
久
保
）
を

選
任
。

○
平
成
25
年
度
決
算
に
つ
い
て

（
左
表
の
と
お
り
）

　
ご
み
処
理
手
数
料
収
入
の
増
加

な
ど
で
歳
入
が
前
年
度
比
３
・

６
㌫
増
、
歳
出
は
、
ご
み
焼
却

処
理
施
設
基
幹
改
良
工
事
な
ど

で
３
・
１
㌫
増
と
な
っ
た
。

　
ご
み
処
理
手
数
料
収
入
は
前
年

度
比
６
・
６
㌫
増
の
２
億
６
５

５
４
万
円
、
し
尿
処
理
手
数
料

収
入
は
０
・
４
㌫
減
の
２
億
６

５
２
２
万
６
０
０
０
円
だ
っ
た
。

○
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
組
合
議
会
・
執
行

部
合
同
研
修
（
10
月
７
日
・
８

日
）

区　分 決算額 摘　　要

市町負担金 747,631 

天童市 ：293,516千円 
東根市 ：230,049千円 
村山市 ：122,125千円 
河北町 ：101,941千円 

償還交付税 126,876  組合債返還のため、国から交
付された額

使用料及び
手 数 料 784,917 

生し尿処理、浄化槽汚泥処理手
数料・資源物処理手数料・燃や
せるごみ手数料など

財 産 収 入 58,241 
基金積立金利子・下釜敷地貸付
料・有価物売却代・ペットボト
ル有償入札拠出金など

繰 入 金 51,392  施設整備基金からの繰入金
繰 越 金 67,163 平成24年度からの繰越金

諸 収 入 13,027 
リサイクルセンター電気料・
マンホールポンプ電気料・古
紙類売却代

組 合 債 153,500  一般廃棄物処理事業債
国庫支出金 428  廃棄物処理施設モニタリング

事業費補助金
計 2,003,175 

区　分 決算額 摘　　要
議 会 費 1,061 組合議員報酬など
総 務 費 273,196  職員給料などの一般管理費
事 業 費 1,327,003 し尿・可燃ごみ処理費など
公 債 費 323,066  組合債の返還

計 1,924,326 

平成25年度組合会計決算
収入

支出

（単位：千円）

（単位：千円）

収入－支出＝78,849千円（平成26年度への繰越金）
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月　　日 １班 ２班 ３班 ４班

11月11日（火） 高　擶 天童北部 天童中部 天童南部

11月12日（水） 長　岡 成　生 寺　津 津　山

11月13日（木） 干　布 蔵　増 山口・田麦野 荒　谷

担当議員

水戸　芳美 遠藤　敬知 茂木　孝雄 武田　正二

村山　俊雄 狩野　佳和 山口　桂子 赤塚幸一郎

松田　光也 結城　義巳 海鋒　孝志 後藤　和信

矢萩　武昭 山崎　　諭 木村　竹虎 石垣　昭一

淺井　健一 伊藤　護國 鈴木　照一 水戸　　保

伊藤　和子

議会報告・意見交換会を開催します。

（田麦野地区は、山口地区と合同で市立山口公民館で行います。）

　議会の活動状況や議会で特に議論になった話題などについて報告するとともに、地域の課題に
ついて意見交換で行います。ぜひ、ご参加ください。

【各市立公民館で午後７時から行います。】

議会・議員に対する意見・要望等 議会としての対応
市民病院は、赤字が累積されていったいどうなるのか。今後、具体的な方策を打っ
ていかなければならないと思うが、議員の考えは。

各常任委員会で調査
し、議会報告・意見
交換会で報告しま
す。

北久野本三丁目に信号機設置等を要望している。通学路の安全への配慮に市議会
の力添えをお願いしたい。※今年度中に設置
災害時の避難場所として、JA跡地（北久野本）の利活用が必須である。ご理解と
応援をお願いしたい。※6月定例会にて請願書採択
芳賀の調整池について、組合と市でどういう話し合いをしてきたのか。その中で
議会はどう関わってきたのか。
断水対策として今どのようなことが検討されているのか。
広域行政からの離脱についての議員間討論の内容について。メリット・デメリッ
トを検討した経過があるのか。

議会報告・意見交換会について 議会としての対応
事前に質問事項を提出し、明快に答えてほしい。質問の答えが内容不足で残念。

今後とも議会運営委
員会で検討していき
ます。

意見交換の時間を長くしてほしい。説明が長い。
もっと人が集まるようにPRしてはどうか。
地元議員の参加が１名は必要である。
時間が足りない。２時間は欲しい。

ご意見・ご要望等への議会としての対応
　５月に開催された議会報告・意見交換会において、市民の皆様から出された議会・議員に対す
る意見・要望等についての、議会としての対応は次のとおりです。
　市政に対する意見・要望等については、アンケートに記載されていた項目も含めて、全て市長
に文書で伝えました。さらに各常任委員会で調査し、11月の議会報告・意見交換会で報告します。
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12月定例会の日程 （予定）

12月5日(金) 本会議（初日）
　　9日(火) 本会議（一般質問）
　　10日(水) 本会議（一般質問）
　　11日(木) 常任委員会
　　12日(金) 常任委員会
　　15日(月) 予算特別委員会
　　16日(火) 予算特別委員会
　　19日(金) 本会議（最終日）

※請願の締め切りは、 11月27日（木）
　正午までの予定です。
※日程は変更になる場合がありま

す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。
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　今定例会で審査された請願・陳情は７件で、所管常任委員会
で審査したあと、本会議で採決が行われました。結果は次のよ
うになりました。

議員の賛否・意見書は 11 ページに掲載しています。

請願・陳情の結果
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半田彩果（20歳・南町）

政治を市民の
身近な存在に

件　　　　名 提　出　者 付　託
委員会 結　果

手話言語法制定を求める意見
書の提出に関する請願書

一般社団法人山形県
聴覚障害者協会
会長　小野　善邦

環境
福祉

採　　択
（全会一致）

市道認定に関する請願
矢野目自治区連合会
会長　梅津　悦也
　　　　　　他８名

経済
建設

採　　択
（全会一致）

国の農政改革の再検討を求め
る請願

天童市農民組合
組合長　太田　正良

経済
建設

不 採 択
（賛成少数）

緊急の過剰米処理を求める請
願

天童市農民組合
組合長　太田　正良

経済
建設

不 採 択
（賛成少数）

集団的自衛権の行使を容認す
る閣議決定の撤回を求める「意
見書」提出についての請願

憲法九条を守る天童
市民の会　
阿部　太彦　他７名

総務
教育

採　　択
（賛成多数）

特定秘密保護法の廃止を求め
る「意見書」提出についての
請願

治安維持法犠牲者国家
賠償要求同盟天童支部
代表　瀬戸山　京子

総務
教育

不採択
（賛成少数）

消費税増税の撤回を求める意
見書提出を求める請願

消費税廃止山形地区
各界連絡会
代表　佐藤　弘

総務
教育

採　　択
（賛成多数）


